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趣
味
は
何
で
す
か
？

　

88
歳
に
な
り
ま
す
が
、
健
康
を
維

持
す
る
た
め
に
、「
睦
大
学
」
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い
ま
す
。

 

滝
沢
は
ど
う
で
す
か
？

　

大
館
市
生
ま
れ
で
、
息
子
の
関
係

で
11
年
に
滝
沢
に
来
ま
し
た
。
大
館

で
は
、
定
年
後
は
、
町
内
会
長
や
民

生
委
員
な
ど
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
は
得
意
で
、
若
い
こ
ろ
は
、

野
球
や
ス
キ
ー
、
陸
上
競
技
が
得
意

で
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
得
意
で
、
昭
和

62
年
ご
ろ
に
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
た

「
世
界
大
会
」
に
も
参
加
し
た
こ
と
が

あ
る
ん
で
す
よ
。

　

83
歳
で
滝
沢
に
来
ま
し
た
が
、
不

安
だ
ら
け
で
し
た
。
こ
ち
ら
に
来
て
、

す
ぐ
に
「
敬
老
会
」
に
参
加
し
た
ら
、

た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
、
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
で
、
自
然
に
皆
さ
ん
に
溶

け
込
め
ま
し
た
。
と
て
も
あ
り
が
た

く
、
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
に
望
む
こ
と
は
？

　

楽
し
め
る
機
会
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
そ
こ
へ
行
く
た
め
の
「
バ

ス
路
線
」
が
不
便
で
す
。
最
近
は
本

数
も
減
り
、
病
院
へ
行
っ
た
り
ま
た
、

盛
岡
市
内
に
出
る
に
も
不
便
で
す
。

結
局
タ
ク
シ
ー
で
行
か
ざ
る
を
得
な

く
な
り
経
済
的
に
大
変
で
す
。
こ

う
い
う
と
こ
ろ
に
配
慮
し
た
行
政
で

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

浅
利　

今い
ま
か
つ勝

（さ
　ん

篠
木
字
明
法

QA

QA

2
町
村
議
会
の

合
同
研
修
を
開
催

QA

村
政
調
査
会
は
、
1
月
14
日
に
雫
石

町
政
務
調
査
会
と
合
同
研
修
会
を

開
催
し
、
盛
岡
西
警
察
署
少
年
巡

回
指
導
員
藤
田
秀
秋
氏
を
招
き

2
0
0
4
年
の
「
身
近
な
犯

罪
」
に
つ
い
て
講
演
聴
講
し

ま
し
た
。

.1
請
願
書
及
び
陳
情
書
は
そ
の
主
旨
、
理
由
を
簡
単
に

わ
か
り
や
す
く
書
い
て
議
会
議
長
あ
て
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

2
提
出
の
年
月
日
、
請
願
者
の
住
所
氏
名
を
書
い
て
押

印
し
て
く
だ
さ
い
。

3
請
願
書
に
は
紹
介
議
員
1
名
以
上
の
署
名
又
は
記
名

押
印
が
必
要
で
す
。

4
受
理
し
た
請
願
、
陳
情
の
議
決
結
果
は
、
請
願
者
へ

ご
連
絡
し
ま
す
。

（表紙）

平成　年　月　日

滝沢村議会議長　殿

○○○についての請願書（陳情書）

請願（陳情）者の住所

　　　　　    　　　　　　氏名○印

　　　　　    　紹介議員　氏名○印

（内容）
（要旨）
（理由）

請願書・陳情書の提出方法

問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局
／
担
当　

加
賀
谷
（
内
４
１
３
）

...

▲

あいさつする
滝沢村政調査会
斉藤会長


